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Abstract
Recently various instances of harassment within the educational context, some of which have
resulted in suicide, have become important and urgent issues to address.
In this paper the author continues her study exploring the possibilities of “Life Education in the
early childhood classroom”. The theme under discussion is how the Japanese have been brought up to
consider Life. The approach that is taken to teach about the importance and unique nature of life is
through studying the history of the life and thoughts of the Japanese people.
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はじめに
近年、子どもたちの教育の場での、いじめや体罰
などによる自殺の問題が取りざたされている。自殺
の数が多いのは今に始まったことではない。筆者の
専門担当科目の保健において、例えば2011年の年齢
階級別死因統計を見れば、思春期以降の死因の第
位に自殺が挙がり、15歳から19歳までの死因の第
位に自殺が挙げられ、20歳から39歳までの間は死因
の第	位に自殺が君臨し続け、その後も60歳を過ぎ
るまで死因から消え去ることはないのである。
実に年間万人以上の人たちが自らいのちを経
ち、それは交通事故死を上回る数で、働き盛りの若
いいのちを守ることができない日本の社会は、もっ
と自殺の予防に力を注ぐべきではないかと考えるも
のである。
筆者は、子どもたちに幼い頃から、いのちの大切
さを教え込む必要に挑まなければならないと考え、
幼児教育の場における「いのちの教育」の可能性に
ついて、研究を続けてきた。1997年（平成"年）に
は、兵庫県神戸市須磨区において、当時14歳の中学
生（以下「少年」と称す）による連続殺傷事件が起
こり、別名『酒鬼薔薇事件』『酒鬼薔薇聖斗事件』
とも呼ばれる事件で、名が死亡し、名が重軽傷
を負った。また、2004年には、長崎県佐世保市の市
立小学校で、年生の女子児童が同級生の女児に
カッターナイフで切り付けられ、死亡した事件も起
こった。この時、加害女児は、被害女児が生き返っ
たら会って誤りたいと言ったということが報道され
ていた。また、中村によれば、人は死んでも生き返
ることがあると信じている小学生が多いと言う調査
結果を紹介している1)。その理由はテレビドラマで
精神力の強い人は死んでも生き返るという場面を視
聴した子どもたちがそのとおりを信じているから、
そのように回答したとのことであった。
子どもたちにいのちの大切さ、かけがえのないい
のちの尊さを伝えるためにはどのようにするべきか
を考察するに当たり、まず、日本の先人たちは、こ
れまでいのちを如何に育んできたのかについて、考
察する。
本稿では、そもそも日本人は「いのち」をどのよ
うに認識し、育ててきたのかについて、文献・資料
を基にその歴史的観点から考察を進めたい。
．古代から中世における「いのち」の
誕生と育児
古代には人の「いのち」の誕生つまり出産は、母
親となる女性にとって、いのち取りにもなりかねな
い大仕事であり、いのちを落とすことへの恐怖か
ら、土偶（人形）を作り、出産の痛みや災難は全て
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1）中村博志 2003 死を通して生を考える 川島書店 P101
その土偶が代わりに引き受けてくれるようにと願
い、母親とその家族は出産に対し、土偶と一緒に臨
んだのである2)。
当時は、出産によりいのちを落とす母親も多く、
特に高齢出産では母親が亡くなるケースも多かった
ようで、そのような母親が埋葬される場合には頭に
甕を被せられて埋葬されたようである。現在でも高
齢出産はリスクが高く、森 浩一は甕被葬により埋
葬された女性は、出産時の不具合により亡くなった
母親たちであったのではないかと推測している3)。
出産後の育児も現在と同じく、新生児の夜泣きや
身体的にひ弱な抵抗力により、当時の母親の体力を
奪うくらいの大変さで、乳児が夜泣きしないように
健康に育つようにと祈願する胞衣信仰が起こったの
である。妊婦の後産として排出された胎盤を埋め甕
に入れ、住居の入り口の浅くに埋めておき、家人が
通るたびにその上を踏んだり、またいだりすればす
るほど乳児は丈夫に育つと言う呪いの胞衣信仰は、
現在でも関東およびその周辺で古くから伝統的に受
け継がれているが、その原型となるものが既に縄文
時代の中期からあった4)と言うのである。
当時の甕棺から多数の乳幼児の骨が発見されてい
ることから、当時の乳児死亡率が如何に高く、医療
も全く整っていなかった時代を想うと、乳幼児を健
康に育てることは、呪いや祈祷に頼ることしか手段
が無かったのだろうと推測できる。
乳幼児の病気や怪我に対する対処の仕方は、祖先
が経験的に獲得し受け継がれた薬草を使用し、呪い
や祈祷に頼ったと考えられる。多くの場合、薬草を
選び煎じて与える者と加持祈祷を施す者は同一の者
であった。
この頃、人が亡くなると、生き返ることを恐れ死
者が蘇ることのないように、棺の中に入れて、重い
石を棺のふたの上に載せたのである。また、権力者
の死には、やはり土偶を一緒に棺の中に入れ、あの
世の困難にも対処する助けとなるよう配慮したので
あった5)。
古代の家族は、父親は狩猟に出かけ、母親たちは
家を守り集団で子育てをしていた。父親たちは食糧
を運び、獰猛な獣を射止めてその肉を剥ぎ取り、飛
ぶ鳥たちを体力の限りに射止め、食糧を得ようと一
族全員が生きるための糧を探した。
この頃の木の実、果実やきのこなどの食糧の採集
活動は、まさしくいのちがけのものであった。毒キ
ノコを食べてしまった集団が全員亡くなってしまう
と言うことも起こった6)。吉野遺跡では、縄文時代
の食糧の加工のために小型の石で作られた臼と杵が
発見されており、それらは今日のミキサーのように
使用されたのではないかと推測されている7)。ま
た、新生児には、当然母乳が与えられたのであろう
が、遺跡から糊状のものが発見されていることから
も、乳児の離乳食についても何らかの工夫がなされ
ていたものとの推測がなされている8)。
父親たちは、村落の中で自分の子どもだけでな
く、村の子どもたち全体に対して、心情の上での父
親としての役割を果たし、子どもたちの社会的成熟
を促進することを目的として、集団的育児に参加し
ていたのである。
この後、弥生時代に入り稲作が行われるようにな
ると、余剰生産物が蓄えられるようになり、それま
での集団的無目的であった育児は階級の高い家を守
り、家を継ぐために跡継ぎとしての子どもに限定さ
れた教育目的の育児へと取って代わることになった
のである。
ところが、当時は医療も発達しておらず、衣食住
の環境は、現代から見ると不潔極まりなく、衛生観
念が不十分で不衛生であり、乳幼児の死亡率は驚く
ほど高く、めでたく家を継がせるための男児が出生
して跡継ぎにと期待しても、子どもが歳を越えて
健康に成長発育することは、非常に困難な状態で伝
染病が流行するとあっけなくいのちを落とすことと
なり、例えば後奈良天皇には人の子女が誕生した
が、うち人も早くに亡くなり9)、これを死亡率で
見ると67％にも昇るのである。このような状況で、
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5）森 浩一 (編著) 前掲書 P194
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8）森山茂樹・中江和恵 2002 日本子ども史 平凡社 P26
9）上 笙一郎 前掲書 P102
人々は子どものいのちはいつ亡くなってもおかしく
はないといくら祈祷や薬草を探して服用させても、
子どものいのちははかなく亡くなるものとあきらめ
の境地にあったのである。
貴族社会の大人たちにとっては、家を継がせたい
子どものいのちが簡単に亡くなってしまうことは、
耐え難いものであった。子どもには無事に健康に成
長して欲しいと言う大人の願いは、神への強い祈り
の形となっていった。その結果として、一年を通じ
ての子どもの健康な成長を願うための、産育儀礼と
しての神への祈りが習慣化され、後に中国から伝
わった暦と行事が受け入れられ定着し、やがて庶民
の間にも広く実践されるようになり、現代にも多く
の地域で実践されている伝統的民族行事へと繋がっ
たものと考えられる。
先祖から受け継いだ領地や一族郎党を守るために
領主は、部下たちを武装させ武士の時代が始まった
のである。領主は家督を継がせるため、男児の誕生
を望み男児の誕生が望めない場合には、領主は多く
の側妻を置き領主の血族の男児の誕生を、何よりも
最優先にするという社会文化が継承されてきたので
ある。この男性優位の考え方は、世紀半ばに伝来
した仏教の浄穢の思想と、中国から伝来した血盆教
の思想が加わり女性差別の思想は長年にわたり、日
本の社会に浸透して行ったのである10)。
わが国古代からのどちらかと言えば、女性を守る
習俗が仏教の思想と結びつき、女性や母性を守る観
点から見ると、不適切な考え方や風習へと変化して
しまい、一千年以上にもわたり、庶民の間に根付い
たものと考えられる。この頃、山岳思想においても
女性を穢れた存在として扱い、神聖な場所には女性
は入ることができなかった。これは女人禁制という
考え方で、当時は多くの神聖な高い山を女性が踏頂
すると言うことは、穢れた女性が山に入ると、神聖
な山が荒れて凶作になると言う迷信が信じられてお
り、女性には山に入ることすら許されていなかった
のである。今日、世界遺産に登録された富士山にも
女人禁制のため長期間にわたって、女性は登頂を許
されていなかったのである11)。
当時の庶民生活の中での衛生面の状態はひどく悪
いもので、例えば排泄については大人も子どもも一
緒に、空き地で排泄を済まし、そのまま放置してい
た。平安末期の絵巻物の「餓鬼草子」に描かれてい
る庶民の排泄の様子は、排泄物が足元にかからない
ようにと高下駄を履いており、子どもも子ども用の
下駄ではなく、大人の高下駄を履き、排泄していた。
このような状況の下では、多分子どもは放置された
排泄物の上にうっかりと転んでしまい、衣類や両手
とも排泄物によって汚染されたであろうことは、容
易に想像できる。また、飲料水については、個別の
専用の井戸は無く、地域での共同の井戸から水を運
んで使用していた。そのような状況で、数年に一度
伝染病の大流行が起こり、初めて罹る人は重病とな
ると言うように観察によっての経験的認識を基に、
「栄花物語」二五巻には今日の免疫に通じる認識に
ついても示されている12)。それらの伝染病に対する
予防措置は、当時は何の施策も無く、ともかく神仏
に祈祷するしか方法は何も考えられなかった。
．近世の「いのち」の誕生と育児
武士たちの戦乱の状況は、江戸時代に入ってから
落ち着き、竹谷靱負によれば、江戸時代になってよ
うやく天保三年（1832年）に、「男女和合論」を唱
え「富士への女人開山運動」を進めた小谷三志の先
導を得て、高山たつと言う女性が髪を切り、髷を結
い男装して富士山に初登頂したことが小谷三志の日
記に記されている。小谷三志は、女人禁制の富士山
に高山たつが初登頂したことにより、彼女を自分の
弟子として認可している。このたつ女の初登頂につ
いて、小谷三志は女人禁制が解けると喜んだが、残
念ながら女人禁制の壁は思いの他厚かったのであ
る13)。
万延元年（1860年）に、女性が登頂したことを記
した記念碑が埼玉県杉戸の近津神社にあり、刻印さ
れている文字は「万延元年御頂上女人登山大願成
就」とあり、既に富士山の女人開山がなされていた
と考えられる。
江戸時代以前から庶民の間では、経済的貧困によ
る子捨てや子どもを売るなどは、依然として多く続
いていた。古くは光明皇后が施薬院や悲田院で、病
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10）國本恵吉 1996 産育史 盛岡タイムズ社 P77
11）竹谷靭負 2011 富士山と女人禁制 岩田書院 P17
12）新村 拓 2006 日本医療史 吉川弘文館 P45
13）竹谷靭負 前掲書 P86
気・障害を持つ人や捨てられた子どもたちを収容
し、世話をさせていたことは有名ではあるが、その
ような施設内でも生き抜くことは難しかったようで
ある14)。凶作から飢餓に苦しむ農民たちは、いわゆ
る余剰人口となった子どもを人身売買の法令整備の
ため、養子や奉公に出すことが進められて行った。
捨て子は、発見したら届け出ることが命じられ、そ
の後は捨て子養子制度として、そのしくみが発達し
て行った。それでも、生活の苦しい農民や奉公人と
いった貧民たちには新生児を養う方法も無く、結果
として子返し（堕胎）や、間引き（新生児殺し）を
行い、その家の挙児数を制限することが社会的風潮
として容認されて行ったのである。その背景には、
血統尊重・男児優先・長子優先などの考え方が見ら
れる。
子返し（堕胎）や間引き（新生児殺し）は、経済
的な困窮を理由に当時は、当然のように行われてお
り、せっかく授かった子どものいのちを奪うこと
は、倫理的に許されないことではあるが、当時の貧
困にあえいでいた貧民たちには、そのような倫理観
を考える余裕も無かったのだろうと言うことは、明
日をどう生きようかと悩むその日暮らしが精一杯の
貧民たちにとって、そのようにいのちを粗末に扱っ
てしまうより他に方法が無かったと推測できる。
一方無事に誕生した子どもも、「つまでは神の
うち」と言う言葉が示すように、いつ病気に罹って、
いのちを失うかも知れないいのちのおぼつかなさを
神の意思と受け止める考え方が一般的であった15)。
何故なら、わが国の医療の発展はまだまだ後のこと
であり、当時の乳児死亡率は依然として高いままに
留まっていたのである。中でも、麻疹（はしか）と
天然痘（疱瘡）の大流行が15年ほどの周期で起こっ
ていて、現在のように予防接種も無い時代であるか
ら、一度感染して免疫を得てしまえば、二度とは罹
らない伝染病ではあるが、感染して重篤に陥ってし
まうとあえなくいのちを落とすことになったのであ
る。これらの感染症には、丹毒と言う皮膚の感染症
もあり、生死の境をさまよう病気として恐れられて
いた。このような病気に子どもが感染してしまった
ら、当時の親や周囲の大人たちは、それらの感染症
を子どもの通過儀礼的なものと受け止め、疱瘡神を
まつる棚を用意し、清めてしめ縄を張り、早く疱瘡
神が子どもの身体から出て行ってくれるようにと祈
るのである16)。もちろんそれ以外に漢方医や複数の
医師も呼び、当時の可能な限りの治療も行ったので
あるが、感染症に打ち勝つことのできる子どもは少
なく、感染症に罹ってしまった多くの子どもたち
は、何の治療の甲斐も無くあえなく亡くなって行っ
たのである。
また、育児そのものも現代と同じように大変で、
それまで健康だった若い母親が乳幼児の子育ての疲
れを溜め込んで、徐々に体力を失っていく様子は、
近世の武士たちの日記の中にしばしば見受けられ
る。当時の下級武士でも、子育てのあいだは子守を
雇うが、家事と育児をこなすのは主婦の体力にか
かっており、ことに若い母親にとっては、出産その
ものも大変なことであった上に、その後の子育ては
なおのこと、体力も気力も使い果たしてしまうほど
の大事業なのであった。しかも、その上に家督を相
続する男児を出産することが、その家の嫁として最
優先課題であったため、生まれた子どもが女児で
あった場合には、嫁は次には必ず男児を出産しなけ
ればならないとの暗黙の圧力を受けることになった
のである。中には、女児ばかりの出産が続いてしま
い、とうとう精神的な病気を発症してしまった嫁も
いたことが当時の下級武士の日記に記されている。
当時は男児が出産されなければ、「子なきは去る」
と言う言葉が適応され、そのような嫁は子ども（女
児）だけをおいて離縁され、実家に戻されたのであ
る。女性や子どもの人権の擁護などとは程遠い時代
であった。
さらに、子どもが病気で亡くなるような場合に
は、「しかたのないこと」として受け止められ、当
時の慣例に従って、寺に葬礼を任せて、両親は決め
られた日間のみを喪に服したのである。
例えば、土佐藩の下級武士の日記には、子どもの
死を「鳥をとばした」と、子どものいのちの不確定
さを表現し、葬礼にも両親は参列せず寺に任せて執
り行わせていたことが記されている。また、娘の誕
生についても、日記の著者（父親）は「大声では喜
べないこと」とし、けれども新しいいのちを「面白
くも嬉しくもあること」と新生児を相手にしながら
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15）上 笙一郎 前掲書 P255
16）野本三吉 1995 近代日本児童生活史序説 社会評論社 P71
楽しんでいる様子が記されている。そして、親とし
てこれからの長い時間をかけて「育てしつける」意
気込みも感じていたのに、その娘がたった
歳で疱
瘡に罹ってあっけなく世を去ってしまったことを、
「何故わが子が」とその嘆き悲しみを「此ころの
野わきよ何に わかやとのこはきか花を わきて散
りしゝ」と和歌にしているのである。太田によれ
ば、疱瘡は当時最も恐れられていた子どもの伝染病
で、疱瘡でいのちを失う子どもよりも、無事に疱瘡
にかかっても乗り切る子どもの方が多かった17)のだ
から、子どもを失うという不運がどうしてわが身に
降りかかってしまったのだろうかと、思わず嘆きた
くもなるのであろう。さらに、当時は家督を継ぐは
ずであった長男を亡くすような場合には、なおのこ
と親たちは残念な思いを抱いたのである。
そのように不確実な子どものいのちを守り、健康
に育つようにと言う大人たちの意向は次第に強くな
り、様々な子育ての書が武士たちの間だけではな
く、広く一般化されるようになったのである。例え
ば、貝原益軒の「和俗童子訓」や香月牛山の「小児
必要養育草」、脇坂義堂の「撫育草」、永井堂亀友の
「小児養育気質」などである。それぞれ、共通して
いる内容は当時の武士たちが朱子学や儒教などを学
び、それらを道徳に取り込み目指すべき人間像を求
めて、子育ても幼い頃よりはじめ、子どもを必要以
上に甘やかすことなく、毎日の生活習慣を整え、言
葉遣いや作法を教え込むことなどである。
例えば貝原益軒による「和俗童子訓」には、教育
は初めてものを食べ、物言い始める、いとけないと
きより始めるのが良いとか、小児を育てるための乳
母を選ぶ際には、温和で控えめで、かいがいしく働
く人を選ぶと良いなど、現代で言うところの良い保
育には保育者の資質が重要であることなどが説かれ
ている。また、子どもに愛情を掛けすぎて過保護に
なると、厚着にさせたり食事量が多すぎたりして、
かえって病気にさせてしまうとも述べ、薄着やほど
ほどの食事量18)を推奨している。これらは、そのま
ま現代の育児にも通用するものである。
このように様々な子育ての書が庶民にも一般化さ
れ、社会的にも子どもを健康に育てることの重要性
が広まる一方で、江戸時代以前から民衆の間で続い
ていた経済的貧困のための捨て子は多く見られ、農
民が凶作から飢餓に苦しみ、子どもを売ることも行
われていた。人身売買禁止や捨て子禁止の法令整備
が行われた後も、生活苦からの堕胎や間引きと言わ
れる新生児殺しは、明治時代の中期頃まで平然と行
われていたのである。当時このような堕胎は、産婆
が妊婦に薬を服用させる方法を実施し、うまく堕胎
できずに成長して出産すると、家長に産婆がどうす
るかを尋ね、不要と言うことになれば、新生児の首
をしめたり、鼻と口を塞いで窒息させるなどして、
新生児のいのちを奪ったのである19)。当時の産婆
（助産師）たちの倫理観のレベルも、現在と比較す
ると非常に低いものであった。
．明治時代のいのちの育て方と教育
明治政府は、明治元年には産婆（助産師）に堕胎
や売薬などの取り扱いを禁じ、乳児のいのちを守る
ように法律で規制したが、特に生活苦が続いた人々
の間では、個人的な問題として処理されてしまって
いた。
その一方で、乳児の病気を克服することが非常に
難しく、麻疹（はしか）と疱瘡（ほうそう）によっ
て、多くの子どもたちが亡くなってしまった。庶民
のあいだでは、麻疹はその後に肺炎を合併し亡く
なってしまうので「いのち定め」と言われ、疱瘡は、
運よく生き残っても発疹の跡形が多く残ってしまう
ので、「器量定め」とか「みめ定め」と言われ恐れ
られた。こちらはイギリスのジェンナーによる牛痘
種痘法の導入によって、1876年には完全に制圧され
ることとなった20)。オランダ医学に代わり、ドイツ
からの近代小児医学の導入によって、日本の子ども
たちは、いのちを脅かす感染症「疱瘡」の恐怖から
開放されることとなった。
それまで、自然に行われてきた日本の育児は、小
児医学の西欧の育児のあり方を中心とした考え方に
否定されるような状況が生まれた。西欧の育児のあ
り方を押し付けるような育児の考え方は、当時の庶
民にとって容易に受け入れることのできないもので
あった。例えば、授乳は時間を決めて行うのが良い
とされたり、日本の母子ともに休息の取れる添い寝
は悪い習慣として否定されたり、日本では忙しい母
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親が、両手を開けて作業がしやすいようにと好んで
行っていたおんぶ紐で子どもを背負うことも、乳児
には害があると否定されたのである。このように西
欧からの育児法と日本の庶民的育児法との間には、
日本の母親たちには困惑を与えるほどの大きな乖離
があり、かなり後の昭和になって松田道夫が母親や
保育者の立場に立った視点からの、「日本式育児法」
を著すことで、その乖離をようやく埋めることがで
きたのである21)。
例えば、松田道夫は「日本式育児法」の中で、「添
い寝を悪とするのは、西洋の風習です。私はヶ月
以上の子の添い寝賛成派です。それが便利であるか
ら、何千年とやってきた日本の風習なのです。」と
断言している。家屋の構造上の問題や経済的な問題
などを考え合わせて、幼い子どもを育てる上での母
親の気苦労を理解した言葉だと考えられる。それ以
外にも「おんぶ」についても、「赤ちゃんの首がす
わったならば、おんぶすることはなんらさしつかえ
ありません。おんぶの方がよいという理由は、だっ
こしてあるくよりも安全だからです｡22)」と述べて
いる。
明治時代の就学前教育に関心を持ち、西欧の幼児
教育の事情を視察し、「幼児期からの集団保育の必
要性」を訴えた文部省の田中不二麿と、その教育方
針の「女子教育として善良なる母親教育の必要性」
を訴えた東京女子師範学校の中村正直が協力して
1876年に設立されたのが東京女子師範学校（現お茶
の水女子大学）付属幼稚園であった。その後、日本
全国に幼稚園は広まっていったが、入園する子ども
の大部分は、裕福な上流階級の家庭の子女たちで
あった23)。
1877年に地方の農民たちが地租改正により、職を
失い都市への移動を余儀なくされ、都市市民のあい
だに裕福な家庭と貧困家庭との二極分化が起こっ
た。そこで文部省は、都市に集中した貧困家庭の子
どもを対象とした保育料を無料にした東京女子師範
学校付属幼稚園の分室として、簡易幼稚園を設立し
た。1900年に東京麹町に設立された二葉幼稚園（後
に保育園と改称）もそのひとつである。
明治半ばに産業革命が起こり、民間の社会事業と
して「乳幼児健康相談」が開始されたが、国全体の
活動とはならず長続きしなかった。東京紡績では、
熟練した女工を工場に留めるために1894年に工場附
設の保育所を設置した。他の紡績工場やマッチ工場
でも保育所を附設したり、保育手当てを支給したり
して、福利厚生を充実させる企業が現れた。明治政
府は貧民救済を拡大するのではなく、民間の組織さ
れた慈善事業団体に補助金を支給するという形で、
民間組織を支える姿勢を示したのである。
．大正以降のいのちの育て方と保育
1913年に政府は救済事業として、「昼間保育事業」
を課題として取り上げ、かの二葉幼稚園は1915年に
保育園と改称し、歳以下の子どもを就園可能にし
たのである。1921年には、「乳児及幼児保育所の改
善」と「児童保護法」が社会事業協会で大会決議が
なされ、児童保護やその育成に関心が高まった。ま
た、同年には公立の託児所や保育所の規定が改定さ
れ、歳未満児の保育については、同規定により、
保健衛生を主とする社会事業的な保育をすることが
求められたのである。このような保育所は都市を中
心として全国に広がり、大正時代の終わりには、
300近い数となった24)。また、都市では公立もしく
は企業内保育所が設置されたり、農村においても農
繁期託児所が季節保育所として、神社や寺院、小学
校、公民館などで開設された。
その後、昭和に入り学齢前児童研究会が中心とな
り、無産者託児所の設立運動が起こったが、なかな
か進まず、いくつか設立されたものもすぐに姿を消
すこととなった。政府は戦時下の労働力不足を補う
ために「生めよ殖やせよ」と我が国の人口増大を図
る構想を基に1937年に「母子保護法」、続いて「保
健所法」を成立させ、1938年に厚生省（現厚生労働
省）を創設し、保育所の拡充にも力を注いだ。女性
の労働力を確保するため、保育所や託児所を全国に
造り、同年に教育審議会が「幼稚園に関する要綱」
を採択した際に、幼保一元化の問題が指摘された
が、1941年に太平洋戦争に突入し、教育制度の抜本
的改革は実現されないまま放置されてしまい、結局
その問題が今日まで持ち越されているのである。
終戦後の日本における人工妊娠中絶の件数が、年
間100万件を超えると言う事実は、世界的にも突出
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した数であり、一般には知られていない事実であ
る。理由は柏木によれば、容易に中絶することが可
能になったこと、またそれを禁止する宗教的教養が
なかったこと、避妊手段が一般には浸透していな
かったこと等、当時の日本の特殊な背景があっての
ことであり、そもそも日本が「中絶大国」であった
というわけではない。柏木は、このことに驚いたマ
ザー・テレサの意見を次のように紹介している。す
なわち「日本は経済的に大変豊かな国だと聞いてき
たが、よく聞いてみれば一年間になんと百万人もの
胎児を堕胎している現実があるのに、国民がそのこ
とについて、何とも思わない心の貧しい国だと分
かって、大変残念に思っています。お腹の中の赤子
は、人間としていと小さき者です。この小さき者の
いのちを守れなくて、どうして世界の平和が守れる
でしょうか。どうか子どもへの愛を失わないでくだ
さい｡25)」との意見である。
戦後、1948年児童福祉法が成立し、国が積極的に
全ての児童を対象とし、国家の責任として、それま
での児童虐待防止法・少年救護法・母子保護法そし
て、母子保健の領域も吸収した総合的な法となっ
た。それ以後、様々に改正が繰り返され、2004年の
児童福祉法改正に伴い、児童虐待のみに特化せず、
要保護児童対策地域協議会として機能させていくこ
とが明文化され、市町村が第一義的に児童相談を行
うことが明確にされた26)。
まとめと今後の課題
子どもはどの時代にあっても、必ず大人社会の影
響を受けつつ育っていく。例えば戦時下にあっての
保育所では、子どもたちの遊びはもっぱら戦争ごっ
こで、「男の子は毎日そればかり」ということが問
題にされていた27)。さらに、今年度筆者が担当した
保育内容「健康」の授業の中で、「いのちの教育」
の授業後に学生たちに実施したアンケート調査の中
で、彼らが施設実習に行った際に、子どもたちが
「自殺ごっこ」をしていた28)から、いのちの尊さや
正しい知識を指導する必要性を感じたとの記述がみ
られ、驚かされた次第である。
医療の発達とともに出生前診断を受けて、胎児に
何らかの異常があれば中絶すると言う親たちが増加
しているとも聞く。親になると言うことは、どのよ
うな姿であっても産まれてくる子どもを丸ごと受け
入れることが重要なのではなかろうか。授かったい
のちは決して選別されるべきではないのである。
子どもたちの尊いいのちを守るために、われわれ
大人にできることは何なのかを考える必要がある。
何といっても若者たちが妊娠や出産に対して、責任
を持ち、決して人工妊娠中絶などを選択する必要の
無い社会にして行くことが、教育の場に負わされた
使命ではないかと考える。マザーテレサに指摘され
たような心の貧しい日本人のままでいることは、も
はや許されないのである。
本論文は、「新 乳児保育への招待」及び「乳児保
育演習ガイド」の筆者担当部分の原稿をベースに加
筆・修正を加えたものである。
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